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ＳＶＧとは

• SVGとはScaleable Vector Graphicの略で2
次元グラフィックをXML形式で記述するた
めの規格（W3C)
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ＳＶＧの特徴

• SVG ではJPEG、GIF、PNG等と異なり、ラ
スター形式で画像を表現するのではなく、
ベクター形式で画像を表現。

• SVGはベクター形式の画像フォーマットで
あり、画像の高品質な拡大/縮小/回転が
可能。
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ＳＶＧの利点

• デバイスやプラットフォームに依存しない
サービスの実現や、データの継続的な利
用が担保される。
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ＳＶＧとＸＭＬ

• SVGファイルは、 XML文書であるため、文
書表現によって、簡単に描画が可能。

• 作成した文書を他のXML文書に容易に組
み込むことが可能。
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ＳＶＧと印刷

• ベクトル・イメージはプリンターの最大解像
度で印刷される。

• この際、ビットマップを印刷用に拡大すると
きによく見られるようなギザギザのピクセ
ルが発生することもない。
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ＳＶＧと他の言語

• PHP だけが .svg ファイルを作成するため
の方法ではない。

• SVG テキスト・ファイルは、C#、C、Java™
言語、Perlなどのあらゆるプログラミング言
語で作成できる。
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ＳＶＧによる地図の重ね合わせ１
②①

③ ④
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ＳＶＧによる地図の重ね合わせ２
⑤ ⑥

⑦ ⑧
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ＳＶＧのブラウザ表示１
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ＳＶＧのブラウザ表示２
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ＳＶＧのブラウザ表示３
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ＳＶＧのブラウザ表示４
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ＳＶＧのブラウザ表示５
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ＳＶＧのブラウザ表示６
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ＳＶＧのブラウザ表示７
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ＳＶＧのブラウザ表示８
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ＩｎｋＳｃａｐｅ表示１
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ＩｎｋＳｃａｐｅ表示２
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ＩｎｋＳｃａｐｅ表示３
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ＩｎｋＳｃａｐｅ表示４



22

国土地理院ＳＶＧ形式地図データを公開

国土地理院は8月19日、SVG（Scalable Vector 
Graphics）形式の地図データを一般に公開した。
同日現在で公開しているのは関東から中部に
かけての範囲で、25,000分の1地形図の50面分
に相当する。



23

地域情報と地図・GIS

• GIS(Geographic Information Systems:地理情報システム)
– 位置や場所に結び付けることので きる情報を検索・解析・表示する
情報システム

– 地図表示による直感的な表現が特徴
（地図情報システムと言われることもしばしば）

• 地域情報の表現
– 文章表現に加えて、地図は重要な表現方法
– ＧＩＳにより、地域情報地図の提供が可能になる
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地図の構成

・主題情報
主に表現したい情報

情報アイコン、経路情報等

・背景図
用途に依らず、その地域を識別

できる図面道路・街区・鉄道・

河川等

・重ね合わせて地図が完成
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地域情報とWWW

• WWW：インターネットを用いた主要な情報発信形態
– 世帯普及率：８０％超 ⇒ テレビや新聞に並ぶ情報媒体

– 多様な端末(携帯電話など) ⇒　屋内外場所を問わない
– コンピュータ（サーバ）と直結 ⇒ 検索や地図提供など高い機能性

– 放送や出版に比べ低コスト ⇒ 小さな組織でも運営可能

⇒　地域情報の配信に適している

WWWを用いて地域情報を地図に載せて配信
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WWWによる地図配信の現状

• 高コスト
– WWWは、元々 文書提供を主目的としているため、地図配信の仕組
みは別立てで開発しなければならない

– 背景地図が高い

• 閉鎖的
– 他の地図情報と連携できない
– Google Maps, Virtual Earth, Yahoo! Maps等の大手サービスプロバ
イダを用いても、背景図やコンテンツ、ビジネスモデルが、そのプロ
バイダに強く依存して（囲い込まれて）しまう。

コストと閉鎖性を低める　地図配信の共通基盤が求められる
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現状の地図サービス

地図サービスプロバイダY地図サービスプロバイダG 地図サービスプロバイダM

背景図A 背景図B 背景図C

情報発信者

プロバイダG用
コンテンツ

常にプロバイダの傘の下
情報発信者の主体性が低い

プロバイダ間の競争に巻き
込まれ、囲い込まれてしまう

プロバイダGのサービス画面

背景図X

背景地図は
プロバイダの
管理下

サービス内容も
プロバイダの
管理下

プロバイダYのサービス画面 プロバイダMのサービス画面
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地図配信の共通基盤

• WWWブラウザの拡張
‒ プロバイダに依存しない共通の地図表示機能
• 拡大・縮小・スクロール

• 背景地図の自由な選択

• 複数の地図コンテンツの自由な重ね合わせ

• 文書情報(HTML)との連携

• データ形式の標準化
‒ デファクト標準

‒ デジュール(JIS,ISO)標準
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SVGによる地図配信基盤- SVG Map

• ブラウザの機能だけなので、プロバイダ非依存
• SVG=汎用グラフィックスフォーマットを利用

– ベクタ図形、ラスタ画像共に対応
– 多くのWWWブラウザが搭載済み(W3Cデファクト標準形式)

• 背景図も、主題情報も同じ形式
– 背景地図も誰でも提供可能、差し替えも自由に可能

• 拡大・縮小・スクロール地図が提供できる
• 既存のGIS標準と比べ高性能なシステム構築が可能
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オープンな地図配信基盤

背景図
プロバイダB

背景図
プロバイダC

背景図
プロバイダA 情報発信者

位置情報
コンテンツ

共通の地図ビューア機能
(WWWブラウザが提供)

背景地図を自由に
切り替え可能

他の情報発信者

利用者が自由に重ね合わせ可能

利用者のＰＣ上の
ローカルデータ

自由に重ね合わせ可能

地図サービスプロバイダの
影響力が低い
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ＳＶＧ Mapの進捗状況

• PC用 SVG Mapビューア
‒ SVG Mapコンソーシアムを設立し、参加メンバー及び国の補助を受
け、商用含め無料のビューアを開発中　９月初旬に公開予定

‒ Internet Explorer対応

• 携帯電話
‒ ６月から、au(KDDI)がSVGを使用したガイドマップサービス基盤、EZ
ガイドマップを開始

‒ 災害時ナビを含め、10個のサービスが開始

• 背景地図
‒ ゼンリン・昭文社・インクリメントP・APLS MappingがSVG Map対応済
み (３社は既にEZガイドマップ向けに提供)

‒ 国土地理院：電子国土(1/25000)を無償で試験公開中（商用利用可）
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まとめ

• デバイスやプラットフォームに依存しないサー
ビスの実現や、データの継続的な利用を期待。

• 他のXML文書に容易に組み込むことが可能。
• 国土地理院、ＳＶＧ形式の地図データを公開し、
これからの継続的な提供が期待できる。
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引用

・SVG MAP Lab 　http://blog.svg-map.com/

・Learn SVG　http://www.codeproject.com/books/learnsvgchapter07.asp

・電子国土ラボ　http://www.svg-map.org/wiki/

http://blog.svg-map.com/
http://www.codeproject.com/books/learnsvgchapter07.asp
http://www.svg-map.org/wiki/
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